
KFC-MESSAGE 2007.12.09

神の国の奥義（３３）

＝人となられた神⑱＝

■御言葉：ヨハネ１２章―イエスvs.宗教

① ベタニヤの家での夕食の目的＝イエスのため（2節）

② マルタの仕事とマリアの行動の対比（2-3節）

③ 純粋なナルドの香油：純粋＝姦淫的でない、頼りとなる；香油＝mirrth（没薬）→主の苦難

への備え（cf.マタイ2：11―黄金＝神性、乳香＝復活、没薬＝苦難）

注：300デナリとは1年分の収入（１デナリ＝１日の収入）

④ マルコ14：3-9では壷を割った→私たちが割られること

⑤ いのちの道－キリストのために無駄になる祝福、宗教の道－自分を保つ道

⑥ 宗教の偽善性（6節）：マタイ26：6-13では「弟子たち」とある

⑦ 主と共にいること＞＞＞＞貧しい者に施すこと（7節）

⑧ 主の応答：「この人のするがままにさせておきなさい」→任意の自由意志による主への捧げ

物を主は自由に受けることができる方

⑨ ユダヤ人の目的：イエスだけが目当てでなく、ラザロを見るため（人間の好奇心）→イエスを

殺す（宗教の動機）

⑩ 神のすべての目的はキリストにあって、キリストによって、キリストのために→キリストこそす

べの要

■暗証聖句

12:3 マリヤは、非常に高価な、純粋なナルドの香油三百グラムを取って、イエスの足に塗り、

彼女の髪の毛でイエスの足をぬぐった。家は香油のかおりでいっぱいになった。

12:7 イエスは言われた。「そのままにしておきなさい。マリヤはわたしの葬りの日のために、そ

れを取っておこうとしていたのです。

12:8 あなたがたは、貧しい人々とはいつもいっしょにいるが、わたしとはいつもいっしょにいる

わけではないからです。」

2コリント2：14 しかし、神に感謝します。神はいつでも、私たちを導いてキリストによる勝利の

行列に加え、至る所で私たちを通して、キリストを知る知識のかおりを放ってくださいます。

ヘブル1:2 この終わりの時には、御子によって、私たちに語られました。神は、御子を万物の

相続者とし、また御子によって世界を造られました。

1:3 御子は神の栄光の輝き、また神の本質の完全な現われであり、その力あるみことばによ

って万物を保っておられます。また、罪のきよめを成し遂げて、すぐれて高い所の大能者の右

の座に着かれました。


